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１．マネジメント・プロセス革新の今日的意味 
企業経営を見る観点はいろいろある。旧くは経営構

造（官僚制組織、職能組織、事業部制組織など）、事業

構造（多角化の種類や形態など）、人間関係のウェブと

してみる人間関係的観点、意思決定プロセスないし情

報処理システムとしての観点、その派生としての情報

ネットワーク論的観点、企業をその構成要素の一部と

してみなし、企業と環境の相互作用に注目する社会的

システム論の観点、バリューチェーン概念やビジネ

ス・モデル概念、あるいはビジネス・プロセス・リエ

ンジニアリングなど、サプライチェーンを含むビジネ

ス・プロセスのあり方を追求する観点など細かく考え

るときりがないほどある。 
それらは各々独特の意味があって、どれがもっとも

良いとかを論ずることは生産的でない。相互補完的な

ものと考えたほうがよい。経営に由来する問題を考え

た場合に、問題がどこから来るのかを考え、最も重要 
とする要因や関わりに着目すると、それぞれの観点が

浮かび上がってくる。 
例えば、経営問題として、分業体制が不可避の業務

遂行体制として採用されるが、その場合にどのような

権限と責任で分業体制を設計し、運営するかが課題に

なる。分業につきまとう問題として、各々の担当業務

主体の専門能力向上を強調すると、背反する行動の非

整合性に関する調整問題が生まれる。経営構造論の問

題意識はそこにあった。またその問題は従事する事業

との関わりがあると認識されると、抱える事業の差異

と分業体制の関わりの問題が注目され、事業構造の最

適な構成の視野が加わる。 
しかしながら、事業は人間の行為であって、メカニ

カルな側面だけでは不十分で、人間のコミットメント

や協力関係の側面を無視できないとなると人間関係の

側面が協調されるようになる。人間がクローズアップ

されると、その人間が行う意思決定の仕組みや意思決

定行動について研究することがより良い経営を目指す

うえで不可欠ということで、意思決定論が補完的に登

場する。意思決定では情報が基本要素になって、情報

技術などの台頭とあいまって情報処理プロセスに着目

すべきとなると、情報ネットワーク論が生まれる。 
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企業経営が企業成果を高めるべくいろいろと精妙

さを加え、効果を上げていくと、他方で、すべての問

題を解決しえない価格メカニズムに依存する企業活動

から、社会的な見た場合の問題が発生するようになる

（公害や消費者問題など）。 そこで企業活動がもたら

す帰結に関する評価が重視されるようになる。そこで

社会システム論の観点がさらに補完され、企業の社会

的責任論や企業統治的アプローチへとつながっていく。 
 そして現在では、以上のようなさまざまな複雑な関

わり合いの中でより好ましい経営を考えることが重要

になっている。そこではプロセス論が重要な観点とし

て登場する。すなわち、分業の仕組みとしての組織構

造から企業で働く人間、社会までを包含する企業活動

の複雑な関わり合いを洞察しながら、より包括的視点

ないし全体的視点から最適化をはかっていく経営への

要請が高まっているのである。 
 その要請に応える経営の仕方がマネジメント・プロ

セスの革新という言葉で表現される。革新という言葉

を使うことの背後には、100 メートル競走で 10 秒を
切る、あるいは飛行機がマッハの世界に入るような通

常のやり方や努力ではなかなか克服できない壁を越え

るときの工夫が必要という意味合いがある。 
 
２．からくりを見通す力の備え 
現代の経営では、さまざまな要因や要素が複雑に絡

み合っている状況を解きほぐし、社会的にも、ステー

クホルダーに対しても評価されるような価値創造をお

こなうマネジメント・プロセスがポイントになる。 
 それはエンジニアリングということもできる。技術

経営（Management of Technology、略してMOT）と
いう言葉が流行ったが、仕掛けた本家の MIT でもそ
のコースがなくなった。それは経営技術（Technology 
of Management、略してTOM）としておけば技術を
高めることでその知識内容が充実していく可能性があ

るので、方向とすれば間違わなかったかも知れない。

技術の管理に経営の焦点を置く経営は上述の経営観点

の変遷を振り返っても、歪な経営になることは分かっ

ていたはずである。現在求められている経営は精巧な

仕組みと活動を設計し、運営できる経営である。 
 経営という感情を有する人間を含めたいろいろな要

素を包含するマン・マシン・システムを扱う技術の体

系化は未到の状態である。それは車を作ることでも究

極的には同じである。車のメカニズムの設計でも、運

転する人がすることと、ハードの車の設計をバランス

させて価値を創り出す。それでも車作りはエンジニア

リングの領域であると言っても否定しないが、経営も

そうであるというと反対があることは十分ある。車よ

りもはるかに複雑なシステムを扱うのが経営である。

それゆえ、メカニズムとしてわからないこともたくさ

んあるため、エンジニアリングとして扱えないという

のが反対論のベースになる。けれども、それではエン

ジニアリングを除いて一体どんな知識体系が現在ある

のであろうか。企業の人を優秀にすれば良いというの

は答えにならない。優秀な人間を育成することの難し

さは人事部が一番よく知っている。 
 答えは経営におけるさまざまな要因、要素のからく

りを洞察することである。優れた企業人は個々にその

ような洞察力を鍛え上げてきている。その力を人々に

身につけてもらうようにする体系を経営として築き上

げるしか方法はない。それが企業の学習力である。 
マネジメント・プロセスの革新は経営に関わるさま

ざまな要素や要因の関わりを洞察できる能力を高める

努力から生まれる。それはエンジニアリングの基礎で

もある。洞察力の上にさまざまな仕組みや制度、方策、

手順、人間の動機付けを結合するエンジニアリングが

花開く。まずは物事の真の関わりを理解することを努

力するモデル化指向（モデルベース）の経営を指向す

ることで企業内のその洞察力を養っていくことになる。

その意味で、システムダイナミクスなどのツールの意

義は今後一層強まるし、それを利することも重要にな

る。その努力の差は10年経てば歴然としたものになる

はずである。その意味では、マネジメント・プロセス

の革新は継続的革新の性質を持っている。その努力は

早く始めれば始めるほど良い。      

                                                        


